
※12【セグメント配信】

登録者の属性（居住地、配信ジャンル等）に応じて、メッセー

ジを配信する機能。ユーザーの興味関心に合わせたメッセージ

送信が可能になるもの

※13【合計特殊出生率】

15歳から49歳までの女性の年齢別出生率を合計したもの

　
　
令
和
４
年
２
月
議
会
で
は
、
市
長
事

務
の
区
長
へ
の
委
任
に
つ
い
て
、
役
割
や

あ
り
方
を
含
め
５
年
度
に
向
け
て
整
理
す

る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
進
捗
状
況
は
。

　
　
発
達
障
が
い
な
ど
が
あ
る
子
ど
も
が

増
え
て
お
り
、
通
常
教
室
に
在
籍
し
な
が

ら
一
部
の
授
業
を
別
室
で
学
ぶ
通
級
指
導

の
重
要
性
は
増
し
て
い
る
。
通
級
制
度
の

役
割
と
今
後
の
方
向
性
は
。

　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
配
信
は
い
つ
か

ら
始
め
る
の
か
。
モ
デ
ル
的
に
す
ぐ
始
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
令
和
３
年
度
の
市
民
意
識
調
査
で
は
、

市
政
情
報
を
Ｈ
Ｐ
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
か

ら
得
る
市
民
は
17

・
２
％
だ
っ
た
。
Ｈ
Ｐ

へ
の
市
民
の
ア
ク
セ
ス
を
増
や
す
工
夫
が

必
要
で
は
。

　
　
待
機
児
童
解
消
な
ど
子
育
て
施
策
は

進
展
し
て
い
る
が
、
出
生
数
は
低
く
、
合

　
　
４
区
協
議
会
を
立
ち
上
げ
て
協
議
し
た

結
果
、
市
民
に
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と

区
の
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
の
絆
づ
く
り
の
推

進
が
区
役
所
の
役
割
と
整
理
し
た
。
５
年
度

か
ら
事
務
委
任
を
見
直
し
、
自
動
車
の
臨
時

運
行
許
可
と
埋
火
葬
許
可
を
区
長
に
委
任
す

る
。
ま
た
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
入
所
や

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
申
請
な
ど
、
約
10
の
業

務
を
委
任
で
き
る
か
検
討
し
て
い
る
。
地
域

設
　
同
調
査
で
は
、
Ｈ
Ｐ
へ
の
ア
ク
セ
ス
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
が
約
70
％
を
占
め
、

若
い
世
代
の
大
半
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら
の
情
報
入

手
を
希
望
し
て
い
る
。
Ｈ
Ｐ
に
ア
ク
セ
ス
し

や
す
く
す
る
た
め
、
広
報
紙
等
へ
の
二
次
元

バ
ー
コ
ー
ド
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
の
掲
載
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
配

信
が
可
能
と
な
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
セ
グ
メ
ン
ト
配

信
の
５
年
度
導
入
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い

る
。

　
　
令
和
５
年
度
に
は
次
期
計
画
策
定
の
た

め
、
子
育
て
の
要
望
な
ど
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
現
計
画
期
間
中

は
、
コ
ロ
ナ
対
応
に
伴
う
各
種
給
付
金
の
支

給
や
困
窮
子
育
て
世
帯
へ
の
各
種
支
援
事
業

の
拡
充
を
行
う
と
と
も
に
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
や
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
の
運
営
の
見

直
し
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
希
望
す

る
誰
も
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

　
　
通
級
指
導
教
室
の
役
割
は
、
障
が
い
の

あ
る
児
童
生
徒
に
対
し
、
個
別
に
指
導
・
支

援
を
行
い
な
が
ら
、
通
常
の
学
級
で
の
指
導

　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
配
信
は
令
和
４
年

10
月
か
ら
市
立
小
中
学
校
と
義
務
教
育
学
校

で
実
施
す
る
た
め
、
モ
デ
ル
校
の
導
入
は
考

え
て
い
な
い
。

　
配
信
は
、
臨
時
休
業
ま
た
は
出
席
停
止
等

に
よ
り
登
校
で
き
な
い
児
童
生
徒
を
対
象
に

行
う
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
実
施
後
は
、

学
校
の
円
滑
な
授
業
配
信
を
支
援
し
て
い
き

た
い
。

や
支
援
の
効
果
を
よ
り
向
上
さ
せ
る
こ
と
だ
。

　
共
生
社
会
の
実
現
の
た
め
に
は
、
通
級
に

よ
る
指
導
の
果
た
す
役
割
は
重
要
で
あ
り
、

今
後
も
年
次
的
に
通
級
指
導
教
室
の
新
設
等

を
進
め
て
い
き
た
い
。

住
民
が
行
う
ま
ち
づ
く
り
や
防
災
、
防
犯
な

ど
の
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
を
今
ま
で
以
上
に
行

い
、
区
役
所
の
機
能
強
化
に
向
け
、
予
算
、

人
事
、
組
織
な
ど
、
ど
ん
な
対
応
が
必
要
か

の
検
討
も
進
め
た
い
。

計
特
殊
出
生
率
も
低
下
し
て
い
る
。
結
婚

や
出
産
の
で
き
る
環
境
整
備
は
重
要
だ
。

　
次
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

に
は
新
た
な
少
子
化
対
策
を
盛
り
込
む
と

聞
い
て
い
る
が
、
現
行
計
画
の
残
り
２
年

半
は
、
現
在
の
施
策
を
継
続
す
る
だ
け
か
。

※
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障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
を

通
級
指
導
教
室
で
指
導
・
支
援

個
人
質
問

８ 

個
人
質
問

26
人
の
議
員
が
行
っ
た
質
問
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
て
要
旨
を
掲
載

個
人
質
問
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

５
年
度
か
ら
区
役
所
の
機
能
を
強
化

市
Ｈ
Ｐ
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
増
や
し

必
要
な
市
政
情
報
を
届
け
る

子
育
て
施
策
の
充
実
を

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
ス
タ
ー
ト

暮
ら
し
・
子
育
て

L
ife
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機能強化が求められる区役所

、
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※14【セルフプラン】

障害のある方が、計画相談支援を利用せず、プランの作成と

サービスの利用調整等を行うこと

　
　
地
域
防
災
の
担
い
手
で
あ
る
防
災
士

の
知
識
と
経
験
を
生
か
し
、
地
域
で
活
躍

す
る
防
災
士
を
育
成
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

研
修
会
の
実
施
状
況
は
。

　
　
令
和
４
年
６
月
に
国
の
防
災
基
本
計

画
が
修
正
さ
れ
、
避
難
所
に
お
け
る
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
配
慮
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
非
常
用
発
電
設
備
等

の
整
備
に
努
め
る
も
の
と
さ
れ
た
。
今
後
、

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
の
備
蓄
と
発
電
設
備

等
の
整
備
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

　
　
令
和
５
年
６
月
供
用
開
始
予
定
の
今

保
ポ
ン
プ
場
と
白
石
ポ
ン
プ
場
の
完
成
後

の
施
設
管
理
と
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
。
ま

た
、
市
で
遠
隔
操
作
は
可
能
か
。

役
割
と
今
後
の
方
向
性
は
。

　
　
本
市
の
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
率
は
全
国
平

均
よ
り
か
な
り
高
く
、
障
が
い
者
が
利
用

し
た
い
サ
ー
ビ
ス
の
ト
ッ
プ
は
計
画
相
談

支
援
サ
ー
ビ
ス
だ
。
計
画
相
談
支
援
の
現

状
と
相
談
員
の
増
員
に
向
け
た
具
体
策
は
。

進
展
し
て
い
る
が
、
出
生
数
は
低
く
、
合

　
　
超
高
齢
化
を
迎
え
、
老
い
の
問
題
は

個
人
の
生
き
方
で
は
な
く
、
社
会
全
体
の

問
題
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
指
摘
す
る
研

究
者
も
い
る
。
大
切
な
人
と
の
死
別
と
い

う
困
難
に
直
面
し
て
も
社
会
的
に
孤
立
さ

せ
な
い
環
境
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
医
師
の
高
齢
化
、
人
手
不
足
に
よ
り

訪
問
診
療
が
手
薄
に
な
る
地
域
へ
の
対
策

と
し
て
、
総
合
特
区
の
強
み
を
生
か
し
、

総
合
病
院
と
連
携
す
る
仕
組
み
が
で
き
な

い
か
。

　
　
市
が
養
成
し
た
防
災
士
の
う
ち
公
民
館

職
員
に
は
、
地
域
の
防
災
活
動
の
支
援
や
啓

発
活
動
を
担
う
た
め
、
本
市
が
取
り
組
ん
で

い
る
施
策
の
周
知
と
、
指
導
技
法
取
得
の
た

め
の
研
修
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
連
合
町

内
会
の
推
薦
で
養
成
し
た
防
災
士
に
は
、
地

域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
役
を
担
う
た
め
、
自
主

防
災
組
織
の
結
成
促
進
や
個
別
避
難
計
画
の

作
成
に
つ
い
て
の
説
明
、
避
難
所
運
営
な
ど

災
害
時
に
地
域
の
方
に
お
願
い
し
た
い
事
項

な
ど
の
研
修
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
現
在
、
運
転
操
作
に
つ
い
て
地
元
協
議

を
進
め
て
い
る
。
完
成
ま
で
に
ポ
ン
プ
運
転

や
樋
門
の
操
作
手
順
、
笹
ヶ
瀬
川
の
水
位
上

昇
で
堤
防
が
危
険
な
状
態
に
な
っ
た
際
の
対

応
な
ど
を
整
理
し
、
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
す
る
。
供
用
前
に
は
、
地
元
関
係
者
等
へ

説
明
会
を
行
う
。

　
下
水
道
河
川
局
管
理
の
雨
水
ポ
ン
プ
場
は

す
べ
て
遠
方
監
視
お
よ
び
遠
隔
操
作
が
可
能

で
あ
り
、
今
保
ポ
ン
プ
場
と
白
石
ポ
ン
プ
場

も
そ
の
計
画
で
あ
る
。

保
は
、
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
取
り
組
み
の

中
で
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
計
画
相
談
支
援
の
令
和
４
年
３
月
末
時

点
で
の
利
用
実
績
は
増
加
す
る
な
ど
改
善
が

見
ら
れ
る
。
現
在
、
岡
山
市
障
害
者
基
幹
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
よ
り
、
困
難
ケ

ー
ス
の
相
談
が
可
能
と
な
り
、
相
談
支
援
専

門
員
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま

た
、
相
談
支
援
事
業
所
へ
の
訪
問
や
研
修
に

よ
り
、
人
材
の
育
成
や
新
規
事
業
所
の
掘
り

起
こ
し
な
ど
事
業
所
増
加
に
つ
な
が
る
取
り

　
　
社
会
的
孤
立
を
防
ぐ
た
め
に
、
地
域
住

民
、
事
業
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
一
緒

に
な
り
、
日
頃
か
ら
の
相
談
支
援
や
見
守
り

体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
必
要
だ
。
今
後

ど
の
よ
う
な
対
応
が
で
き
る
か
真
剣
に
考
え

て
い
き
た
い
。

組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
各
地
域
で
訪
問
診
療
を
行
っ
て
い
る
医

師
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
、
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
地
域
ご
と
に
医
師
、
介
護
関
係

者
、
病
院
等
が
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立

ち
上
げ
た
。
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
を
作
れ
ば

在
宅
医
療
を
支
え
ら
れ
る
か
、
ワ
ー
キ
ン
グ

を
進
め
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　
　
市
の
備
蓄
食
糧
の
う
ち
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
食
の
割
合
は
63
・
25
％
だ
が
、
更
新
時
期

に
増
や
し
て
い
く
。
ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
を
含
め
た
災
害
時
の
電
源
確

※
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食
糧
や
非
常
用
発
電
設
備
等

避
難
所
の
環
境
整
備
を
進
め
る

防
災
士
育
成
で
地
域
の
防
災
力
向
上

人
材
育
成
や
新
規
掘
り
起
こ
し
で

障
が
い
児
・
者
の
計
画
を
支
援

今
保
・
白
石
の
ポ
ン
プ
場

地
元
協
議
を
進
め
運
用
を
準
備

社
会
的
に
孤
立
し
な
い
取
り
組
み
を

在
宅
医
療
を
支
え
る
た
め

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ

９

アレルギー対応食の備蓄

防
災
・
福
祉

D
is

a
s
te

r P
re

v
e

n
tio

n

　　　　　　　  W
e

lfa
re

建設中の白石ポンプ場



　
　
岡
山
市
民
会
館
と
市
民
文
化
ホ
ー
ル

の
あ
る
福
祉
文
化
会
館
は
令
和
５
年
度
末

に
閉
館
す
る
。
長
年
市
民
に
親
し
ま
れ
た

市
民
会
館
の
記
憶
を
し
っ
か
り
残
し
て
ほ

し
い
が
、
ど
の
よ
う
な
閉
館
記
念
事
業
を

実
施
し
て
い
く
の
か
。

　
　
県
建
設
事
業
負
担
金
の
算
定
は
、
当

該
市
町
村
の
意
見
を
聞
い
た
上
で
、
県
の

議
会
の
議
決
を
経
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
地
方
財
政
法
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、

県
議
会
の
個
別
の
議
決
を
経
ず
に
市
の
負

担
金
が
県
の
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
は
違
和
感
が
あ
る
。
法
律
に
の
っ
と

っ
た
手
続
き
で
進
め
る
と
い
う
共
通
認
識

を
市
と
県
が
持
つ
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

県
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
視
点
で
対
応
を

求
め
る
の
か
。

　
　
市
内
初
と
な
る
表
町
商
店
街
へ
の
点

字
ブ
ロ
ッ
ク
設
置
に
向
け
た
社
会
実
験
の

課
題
認
識
と
内
容
は
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
地
域
や
町
内
会
の
イ
ベ

ン
ト
が
中
止
に
な
っ
て
い
る
。
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
の
た
め
、
市
民
活
動
支

援
金
を
令
和
５
年
度
も
継
続
し
、
要
件
の

緩
和
お
よ
び
支
援
金
額
の
拡
充
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
ま
た
、
支
援
金
の
交
付
件
数
、
取
り
組

　
　
御
津
虎
倉
に
民
間
が
計
画
中
の
管
理

型
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
が
令
和
４
年

10

月
に
稼
働
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
聞
く
。

市
は
稼
働
か
ら
廃
止
後
ま
で
、
こ
の
処
分

場
と
ど
う
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

み
内
容
、
成
果
は
。

　
　
両
会
館
の
閉
館
に
あ
た
り
、
市
民
か
ら

募
集
し
た
写
真
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
よ
る
「
思

い
出
展
」
や
記
念
誌
の
発
行
、
記
念
式
典
の

実
施
や
公
募
に
よ
る
文
化
芸
術
団
体
の
舞
台

発
表
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
ほ
か
、
建
物
の
記
憶

を
形
と
し
て
残
せ
る
よ
う
な
記
念
事
業
の
検

討
も
進
め
て
い
る
。
文
化
芸
術
分
野
の
中
核

施
設
と
し
て
果
た
し
て
き
た
役
割
や
、
建
物

の
記
憶
が
し
っ
か
り
残
る
よ
う
な
記
念
事
業

を
実
施
し
た
い
。

　
　
現
在
、
県
へ
個
別
の
対
談
を
申
し
込
ん

で
い
る
。
本
市
の
意
見
だ
け
で
良
い
の
か
、

ま
た
、
法
律
の
解
釈
が
正
し
い
の
か
を
議
論

す
る
必
要
が
あ
る
。
本
市
以
外
の
こ
と
も
把

握
し
て
調
和
点
を
見
い
だ
し
、
本
市
民
に
と

っ
て
良
い
解
決
策
を
求
め
て
い
く
こ
と
が
役

目
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
視
覚
障
害
者
に
と

っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
ツ
ー
ル
だ
が
、

商
店
街
に
は
一
部
に
し
か
な
く
、
イ
ベ
ン
ト

時
に
は
道
路
上
に
ワ
ゴ
ン
等
が
並
び
、
歩
き

に
く
い
環
境
だ
。

　
商
店
街
の
中
央
に
視
覚
障
害
者
が
安
心
し

て
通
行
で
き
る
空
間
を
確
保
し
た
上
で
車
両

等
の
通
行
が
可
能
か
、
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
時

に
も
、
誘
導
員
を
配
置
し
て
安
全
に
誘
導
で

き
る
か
を
検
証
す
る
社
会
実
験
を
11
月
13
日

ま
で
行
う
。

　
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
を
損
な
う
こ
と
な
く
、

視
覚
障
害
者
も
安
全
安
心
に
歩
い
て
も
ら
え

る
空
間
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

　
　
事
業
者
が
施
設
の
使
用
前
検
査
を
受
け
、

産
業
廃
棄
物
処
分
業
の
許
可
を
得
て
埋
め
立

て
が
始
ま
り
、
許
可
量
に
達
し
た
ら
終
了
と

な
る
。
事
業
者
は
埋
め
立
て
終
了
後
も
維
持

管
理
を
継
続
し
、
廃
止
基
準
を
満
た
し
た
時

点
で
廃
止
と
な
る
。

　
埋
め
立
て
開
始
か
ら
廃
止
ま
で
の
約
30
年

間
、
市
は
定
期
的
に
施
設
の
維
持
管
理
基
準

が
守
ら
れ
て
い
る
か
確
認
し
、
周
辺
の
環
境

調
査
も
行
う
。
廃
止
後
は
廃
棄
物
の
埋
め
立

て
場
所
の
跡
地
と
し
て
区
域
指
定
し
、
土
地

の
形
質
変
更
の
際
は
法
に
基
づ
き
指
導
す
る
。

　
　
２
年
度
に
事
業
を
創
設
し
、
親
子
の
交

流
や
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
な
ど
に
取
り

組
ん
だ
団
体
に
、
２
年
度
は
40
件
、
３
年
度

は
41
件
、
４
年
度
は
９
月
12
日
現
在
で
24
件

交
付
し
、
３
年
度
ま
で
に
延
べ
８
千
人
超
へ

支
援
を
届
け
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
終
息
が
見

通
せ
な
い
状
況
の
た
め
、
支
援
を
継
続
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
要
件
や
支
援

金
額
は
実
績
や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

※15【市民活動支援金】

新型コロナの感染拡大の影響による福祉・教育・子育て

などの地域課題に取り組み、困難を抱える市民を支援す

る活動に最大10万円を交付する

１０

個
人
質
問

県
と
市
の
共
通
認
識
求
め
る

県
建
設
事
業
負
担
金
の
あ
り
方

視
覚
障
害
者
に
安
全
安
心
な

商
店
街
を
構
築
へ

コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
を
受
け

市
民
活
動
支
援
金
を
継
続
へ

産
廃
処
分
場
へ
の
市
の
関
与
　

稼
働
か
ら
廃
止
ま
で
ど
の
よ
う
に

記
憶
に
残
す
閉
館
記
念
事
業

※

15

多くの市民に長年親しまれてきた

市民会館

点字ブロック設置に向けた

社会実験を行う表町商店街

ま
ち
づ
く
り
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